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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】マルチネットワーク無線通信アクセス端末（Ａ
Ｔ）がマルチネットワークカバレッジにアクセスするた
めのシステムと方法を提供する。
【解決手段】第１の通信ネットワークにマルチネットワ
ークＡＴを登録する。第１のネットワークへの登録に応
答して、ＡＴは第２の通信ネットワークにアクセスする
ために必要な情報を第１のネットワークを介して受信す
る。ＡＴは、第１のネットワークを介して受信されたア
クセス情報に応答して、第２のネットワークを介してア
クセスされるサービスを得る。例えば、第２のネットワ
ークのアクセス情報は、システム情報、チャネル情報、
またはアクセスポイントパラメータであるかもしれない
。第２のネットワークが第２のネットワークにアクセス
できなくなる場合、ＡＴは第１のネットワークを介して
アクセスされるサービスを得る選択肢を保持する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）において、
　第１の通信ネットワークにマルチネットワークＡＴを登録することと、
　第１のネットワークへの登録に応答して、第２の通信ネットワークにアクセスするため
に必要な情報を第１のネットワークを介して受信することと、
　第１のネットワークを介して受信されるアクセス情報に応答して、第２のネットワーク
を介してアクセスされるサービスを得ることとを含む、マルチネットワークカバレッジに
アクセスするための方法。
【請求項２】
　第２の通信ネットワークに対するアクセス情報を受信することが、システム情報、チャ
ネル情報、およびアクセスポイントパラメータから成るグループから選択されるアクセス
情報を受信することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第２のネットワークへのアクセスに失敗することと、
　第２のネットワークへアクセスしないことに応答して、第１のネットワークを介してア
クセスされるサービスを得ることとをさらに含む、請求項１の方法。
【請求項４】
　第２のネットワークへのアクセスに失敗することが、第２のネットワークに対するアク
セス情報の受信に失敗することと、第２のネットワーク無線カバレッジの受信に失敗する
こととから成るグループから選択される１つの動作に応答して、第２のネットワークにア
クセスすることに失敗することを含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ＡＴが第２のネットワークの存在を検出することと、
　ＡＴが第１のネットワークのアクセスポイント（ＡＰ）から第２のネットワークに対す
るアクセス情報を要求することとをさらに含み、
　第２のネットワークに対するアクセス情報を受信することが、ＡＴが前記要求に応答し
て第１のネットワークのＡＰから第２のネットワークのアクセス情報を受信することを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ＡＴが第２のネットワークの存在を検出することが、ＡＴが第２のネットワーク内のＡ
Ｐに対する識別子を検出することを含み、かつ
　ＡＴが第２のネットワークに対するアクセス情報を要求することが、ＡＴが要求におい
て第２のネットワークのＡＰ識別子を用いることを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　第１のネットワークを介して第２のネットワークページングメッセージを受信すること
と、
　前記ページングメッセージの受信に応答して第２のネットワークにアクセスすることと
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　通信ネットワークのアクセスポイント（ＡＰ）において、
　第１の通信ネットワークのＡＰを設けることと、
　第２の通信ネットワークのＡＰが第１のネットワークのＡＰの存在を検出することと、
　第２のネットワークのＡＰが第１のネットワークのＡＰの検出に応答してアクセス情報
の放送を停止することとを含む、無線通信マルチネットワークカバレッジを提供するため
の方法。
【請求項９】
　第１のネットワークのＡＰがシステム情報、チャネル情報、およびアクセスポイントパ
ラメータから成るグループから選択される第２のネットワークのアクセス情報を提供する
ことをさらに含む、請求項８に記載の方法。
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【請求項１０】
　第２のネットワークのＡＰが第２のネットワークのアクセス情報を第１のネットワーク
のＡＰに提供することをさらに含み、
　第１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのアクセス情報を提供することが、第
１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのＡＰによって提供されるアクセス情報を
提供することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　第１のネットワークのＡＰがアクセス端末（ＡＴ）から第２のネットワークのアクセス
情報に関する要求を受信することをさらに含み、
　第１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのアクセス情報を提供することが、第
１のネットワークのＡＰが要求に応答して第２のネットワークのアクセス情報を提供する
ことを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　第２のネットワークのＡＰがＡＰ識別子を放送することをさらに含み、
　ＡＴから第２のネットワークのアクセス情報の要求を受信することが、第１のネットワ
ークのＡＰがＡＰ識別子により参照される第２のネットワークのＡＰに対するアクセス情
報の要求を受信することを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　第２のネットワークのＡＰが第２のネットワークのアクセス情報を第１のネットワーク
のＡＰに提供することが、第２のネットワークのＡＰが第１のネットワークのＡＰへレイ
ヤー２シグナリング用にカプセル化されたメッセージを送ることを含む、請求項１０に記
載の方法。
【請求項１４】
　第１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのＡＰに対するページングメッセージ
を放送することと、
　ＡＴがページングメッセージの受信に応答して第２のネットワークのＡＰへ登録するこ
ととをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　第１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのアクセス情報を提供することが、　
第１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのＡＰの存在を検出することと、
　第１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのＡＰの利用可能性を公表することと
を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１６】
　マルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）において、
　第１の通信ネットワークにＡＴを登録するための無線インタフェースと第２の通信ネッ
トワークに対して受信されるアクセス情報を提供するためのインタフェースとを有する第
１の通信サブシステムと、
　第１のサブシステムからアクセス情報を受信するためのインタフェースと受信されるア
クセス情報を提供するためのインタフェースとを有するアクセスモジュールと、
　第２のネットワークを介してアクセスされるサービスを得るための無線インタフェース
を備えた第２の通信サブシステムであって、第２のネットワークはアクセスモジュールに
接続されたインタフェースを介して受信される第２のネットワークのアクセス情報のみを
用いてアクセスされる、通信サブシステムとを含む、マルチネットワークカバレッジにア
クセスするためのシステム。
【請求項１７】
　第１のサブシステムが、システム情報、チャネル情報、およびアクセスポイントパラメ
ータから成るグループから選択される第２のネットワークに対するアクセス情報を受信す
る、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　第２のサブシステムが、第２のネットワークへのアクセスに失敗し、アクセスモジュー
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ルへアクセス失敗通知を送り、
　アクセスモジュールが、前記アクセス失敗通知の受信に応答してアクセス取得コマンド
を第１のサブシステムに送り、かつ
　第１のサブシステムが、前記アクセス取得コマンドに応答して第１のネットワークを介
してサービスにアクセスする、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１９】
　第２のネットワークに対するアクセス情報の受信に失敗することと、第２のネットワー
ク無線カバレッジの受信に失敗することとから成るグループから選択される１つの動作に
応答して第２のネットワークへのアクセスに失敗する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　第２のサブシステムが、第２のネットワークの存在を検出し、検出通知をアクセスモジ
ュールに送り、
　アクセスモジュールが、前記検出通知の受信に応答して要求コマンドを第１のサブシス
テムに送り、かつ
　第１のサブシステムが、前記要求コマンドに応答して第１のネットワークのアクセスポ
イント（ＡＰ）から第２のネットワークに対するアクセス情報を要求し、前記要求に応答
して第１のネットワークのＡＰから第２のネットワークに対するアクセス情報を受信する
、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２１】
　第２のサブシステムが、第２のネットワークのＡＰに対する識別子を検出し、かつ
　第１のサブシステムが、要求において前記第２のネットワークのＡＰ識別子を用いて第
２のネットワークに対するアクセス情報を要求する、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　第１のサブシステムの無線インタフェースが、第１のネットワークのＡＰから第２のネ
ットワークページングメッセージを受信する、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２３】
　無線通信マルチネットワークカバレッジを提供するためのシステムであって、
　第１の通信ネットワークで動作している第２のＡＰの存在を検出するための無線インタ
フェースと検出情報を提供するためのインタフェースとを備えた第１の通信サブシステム
と、
　前記検出情報を受信するためのインタフェースと放送停止コマンドを提供するためのイ
ンタフェースとを有する配信モジュールと、
　前記配信モジュールに接続されたインタフェースを介して前記放送停止コマンドを受信
することに応答して、第２の通信ネットワークのアクセス情報の放送を停止する無線イン
タフェースを有する第２の通信サブシステムとを含む、第１のアクセスポイント（ＡＰ）
を含むシステム。
【請求項２４】
　第１のネットワークに第２のネットワークのアクセス情報を提供するための無線インタ
フェースを備えた第１の通信サブシステムを含む第２のＡＰをさらに含み、前記アクセス
情報はシステム情報、チャネル情報、およびアクセスポイントパラメータから成るグルー
プから選択される、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　第１のＡＰが、第２のネットワークのアクセス情報を第２のＡＰに提供し、かつ
第２のＡＰが、第１のサブシステムの無線インタフェースを介して第１のＡＰによって提
供される前記アクセス情報を放送する、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２６】
　第２のＡＰが、第１のサブシステムの無線インタフェースを介してアクセス端末（ＡＴ
）から第２のネットワークのアクセス情報に対する要求を受信し、前記要求に応答して第
２のネットワークのアクセス情報を提供する、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２７】
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　第１のＡＰが、第１のＡＰ識別子を放送し、かつ
　第２のＡＰが、前記第１のＡＰ識別子を参照してＡＴから第１のＡＰのアクセス情報に
対する要求を受信する、請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　第１のＡＰが、第２のネットワークのアクセス情報をレイヤー２シグナリング用にカプ
セル化されたメッセージで第２のＡＰに提供する、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２９】
　第２のＡＰが、第１のサブシステムの無線インタフェースを介して第１のＡＰのページ
ングメッセージを放送し、かつ
　第１のＡＰが、前記ページングメッセージに応答して第２のサブシステムの無線インタ
フェースを介してＡＴを登録する、請求項２４に記載のシステム。
【請求項３０】
　第２のＡＰが、第１のＡＰの存在を検出し、第１の通信ネットワークサブシステムを介
して第１のネットワークのＡＰの利用可能性を公表する、請求項２３に記載のシステム。
【請求項３１】
　マルチネットワークカバレッジにアクセス可能な無線通信アクセス端末であって、
　第１の通信ネットワークにマルチネットワークアクセス端末を登録するための手段と、
　第１のネットワークへの登録に応答して第１のネットワークを介して第２の通信ネット
ワークに対するアクセス情報を受信するための手段と、
　第１のネットワークを介して受信したアクセス情報に応答して、第２のネットワークを
介してアクセスされるサービスを得るための手段とを含むアクセス端末。
【請求項３２】
　マルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）において、マルチネットワークカバ
レッジにアクセスするための動作を実行するためのディジタル処理装置によって実行可能
な機械可読命令のプログラムを明白に具体化する信号保持媒体であって、前記動作は
　第１の通信ネットワークにマルチネットワークＡＴを登録することと、
　第１のネットワークへの登録に応答して、第１のネットワークを介して第２の通信ネッ
トワークに対するアクセス情報を受信することと、
　第１のネットワークを介して受信したアクセス情報に応答して、第２のネットワークを
介してアクセスされるサービスを得ることとを含む、信号保持媒体。
【請求項３３】
　マルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）において、マルチネットワークカバ
レッジにアクセスするためのプロセッサデバイスであって、
　第１の通信ネットワークにＡＴを登録することと、第２の通信ネットワークに対する受
信されたアクセス情報を受信することとのためのインタフェースを備えた第１の通信サブ
システムモジュールと、
　第１のサブシステムモジュールを介して受信される第２のネットワークのアクセス情報
を用いて、第２のネットワークを介してアクセスされるサービスを得るためのインタフェ
ースを有する第２の通信サブシステムモジュールとを含む、プロセッサデバイス。
【請求項３４】
　無線通信マルチネットワークカバレッジを提供する通信ネットワークのアクセスポイン
トであって、
　第２の通信ネットワークのアクセスポイント（ＡＰ）が第１の通信ネットワークのＡＰ
の存在を検出するため手段と、
　第１のネットワークのＡＰを検出することに応答して第２のネットワークのＡＰがアク
セス情報の放送を停止するための手段とを含む、アクセスポイント。
【請求項３５】
　通信ネットワークアクセスポイント（ＡＰ）において、無線通信マルチネットワークカ
バレッジを提供するための動作を実行するためのディジタル処理装置によって実行可能な
機械可読命令のプログラムを明白に具体化する信号保持媒体であって、前記動作が、
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　第２の通信ネットワークのＡＰが第１の通信ネットワークのＡＰの存在を検出すること
と、
　第１のネットワークのＡＰの検出に応答して第２のネットワークのＡＰがアクセス情報
の放送を停止することとを含む、信号保持媒体。
【請求項３６】
　通信ネットワークアクセスポイント（ＡＰ）において、無線通信マルチネットワークカ
バレッジを提供するためのプロセッサであって、
　第１の通信ネットワークのＡＰの検出を示す信号を受信するためのインタフェースを備
えた第１の通信サブシステムのモジュールと、
　第１のネットワークのＡＰの検出に応答して放送停止コマンドを提供するための配信モ
ジュールと、
　前記放送停止コマンドに応答して第２の通信ネットワークのアクセス情報の放送を停止
する信号を出力するためのインタフェースを備えた第２の通信サブシステムとを含む、プ
ロセッサ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、無線通信に関する。より詳細には第２のネットワークを介して受信
される通信から得られる情報を用いて第１の無線通信ネットワークへアクセスするための
マルチネットワークのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インタネット上のトラヒックは増加し続ける加入者数および新しいアプリケーションの
導入により指数関数的に大きくなっている。広域無線ネットワークも急速な加入者数増加
を経験しつつある。現在、ＩＥＥＥ８０２．１１ネットワークのような無線アクセスネッ
トワーク上でのデータサービスを提供するために多くの努力が続けられている。しかし、
これらの広帯域データサービスが用意されることは、特に無線アクセス端末（ＡＴ）が待
機状態のまま長期間を経過する場合には、必ずしも効率的なバッテリー消費に役に立つわ
けではない。
【０００３】
　１ｘＥＶ-ＤＯ符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）無線電話ネットワークのような他の
低帯域幅データレートのネットワークは、長い待機期間と速いページング応答時間をサポ
ートすることによってページングサービス用に最適化される。これらのページングに最適
化されたネットワークで動作するＡＴは電池電力消費を最小にする。
【０００４】
　高データレートネットワークが拡大するに従い、上記のページング最適化されたネット
ワークとのネットワークカバレッジオーバラップがより多く起こっている。両形式のネッ
トワークで同時に通信できるマルチモードＡＴが市場に入りつつある。マルチモードＡＴ
は、どちらの形式のネットワークにおいても通信できる便利さを有しているが、ＡＴが高
データレートネットワークに「保留接続」するために用いられる場合、電池消費の問題が
依然として存在する。
【０００５】
　マルチネットワークＡＴがページング最適化ネットワークに保留接続し、データ通信が
要求される時にのみ高データレートネットワークにアクセすることによって、シームレス
にページング最適化ネットワークおよび高データレートネットワーク双方が提供する利点
を利用することができれば、好都合であろう。
【０００６】
　オーバラップしているネットワークが任意の監視中のマルチネットワークＡＴに対して
高データレートネットワークのアクセス情報を提供するページング最適化ネットワークと
協調できれば、好都合であろう。
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【発明の概要】
【０００７】
　上記の問題を解決するために、第１のネットワークに登録され、必要な時に、第２のネ
ットワークにアクセスするために必要な情報を収集することができる無線通信マルチネッ
トワークＡＴを説明する。すなわち、ＡＴは第２のネットワークに登録またはこれを監視
することなく第２のネットワークのアクセス情報を得ることができる。同様に、第１のネ
ットワークのアクセスポイント（ＡＰ）は、第２のネットワークのＡＰの存在を検出する
ことによって協調し、第２のネットワークのＡＰにアクセスするために必要な情報を収集
する。第１のネットワークのＡＰは第２のネットワークのアクセス情報を第１のネットワ
ークを介して放送すること、または要求に応答して前記アクセス情報をＡＴへ提供するこ
とができる。
【０００８】
　従って、マルチネットワーク無線通信ＡＴがマルチネットワークカバレッジにアクセス
するための一方法が提供される。本方法は第１の通信ネットワークにマルチネットワーク
ＡＴを登録する。第１のネットワークへの登録に応答して、ＡＴは第１のネットワークを
介して第２の通信ネットワーク（例えば、ＩＥＥＥ８０２．２０、８０２．１６ｅ、また
は１ｘＥＶ-ＤＯネットワーク）へアクセスするために必要な情報を受信する。ＡＴは、
第１のネットワークを介して受信されるアクセス情報に応答して、第２のネットワークを
介してアクセスされるサービスを得る。第２のネットワークのアクセス情報は、例えばシ
ステム情報、チャネル情報、またはアクセスポイントパラメータであるかもしれない。
【０００９】
　第２のネットワークが第２のネットワークにアクセスできなくなる場合、ＡＴは第１の
ネットワークを介してアクセスされるサービスを得る選択肢を保持する。例えば、ＡＴは
第２のネットワークのアクセス情報の受信に失敗するかもしれない。またはアクセス情報
が古くなっているかもしれない。あるいは、ＡＴは第２のネットワーク無線カバレッジが
不十分であるために、第２のネットワークサービスの受信に失敗するかもしれない。
【００１０】
　第１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのアクセス情報を放送しない場合、Ａ
Ｔは第２のネットワークの存在を検出するために定期的に第２のネットワーク帯域を監視
するかもしれない。第２のネットワークが検出される場合、ＡＴは第１のネットワークの
ＡＰからのアクセス情報を要求する。
【００１１】
　別の態様において、無線通信マルチネットワークカバレッジを提供するために一方法が
通信ネットワークＡＰに提供される。この方法は第１の通信ネットワークのＡＰを設ける
。第２の通信ネットワークのＡＰは第１のネットワークのＡＰの存在を検出し、第１のネ
ットワークのＡＰの検出に応答してアクセス情報の放送を停止する。第１のネットワーク
のＡＰは第２のネットワークのＡＰの存在を検出し、第２ネットワークのＡＰの利用可能
性を、情報を放送することにより、または要求に応答してＡＴへ情報を提供することによ
り公表する。
【００１２】
　上述した方法、マルチネットワークカバレッジへアクセスするためのマルチネットワー
クＡＴ、およびマルチネットワークカバレッジを提供するためのシステムの付加的詳細が
以下に提示される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の、マルチネットワークカバレッジにアクセスするためのシステムを備え
たマルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）の概略ブロック図。
【図２】本発明の、マルチネットワークカバレッジにアクセスするためのプロセッサデバ
イスを備えたマルチネットワーク無線通信ＡＴを表わす概略ブロック図。
【図３】本発明の、マルチネットワークカバレッジにアクセスできるマルチネットワーク
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ＡＴを表すブロック図。
【図４】本発明の、無線通信マルチネットワークカバレッジを提供するためのシステムの
概略ブロック図。
【図５】本発明の、無線通信マルチネットワークカバレッジを提供するためのプロセッサ
デバイスを備えた通信ネットワークアクセスポイント（ＡＰ）の概略ブロック図。
【図６】本発明の、無線通信マルチネットワークカバレッジを提供する通信ネットワーク
ＡＰを表すブロック図。
【図７】本発明の、モバイルＩＰ（ＭＩＰ）アドレシングプロトコルスタックの一変形例
を表す図。
【図８】本発明の、マルチネットワーク無線通信ＡＴにおけるマルチネットワークカバレ
ッジにアクセスするための方法を示すフローチャート。
【図９】本発明の、通信ネットワークＡＰにおける無線通信マルチネットワークカバレッ
ジを提供するための方法を表わすフローチャート。
【詳細な説明】
【００１４】
　図面を参照して種々の実施例について説明する。以下の記述においては、説明のため、
１つ以上の態様の完全な理解を与えるために多くの特定的詳細を記載する。しかし、その
ような（複数の）実施例が以下の特定的詳細なしで実施されるかもしれないことは明白で
あるかもしれない。他の場合には、これらの実施例の説明を容易にするために、周知の構
造およびデバイスをブロック図の形式で示す。
【００１５】
　用語「部品」、「モジュール」、「システム」等はこの出願で用いられると、計算機関
連のエンティティ、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合
せ、ソフトウェア、または実行用ソフトウェアのいずれかを参照するように意図されてい
る。例えば、部品は非限定的に、プロセッサ上で走るプロセス、プロセッサ、オブジェク
ト、実行可能なもの、実行スレッド、プログラム、および／または計算機であるかもしれ
ない。例示として、計算デバイス上で走るアプリケーションおよび計算デバイスの双方と
も部品であるかもしれない。１つ以上の部品がプロセスおよび／または実行スレッド内に
あるかもしれない。また部品は１つの計算機に局在、および／または２つ以上の計算機間
に分散するかもしれない。さらに、これらの部品は格納された種々のデータ構造を有する
種々の計算機可読媒体から実行できる。部品はローカルおよび／またはリモートプロセス
によって、例えば１つ以上のデータパケット（例えばローカルシステム内、分散システム
、および／または他のシステムを備えたインタネットのようなネットワークを跨って別の
部品と交信している１つの部品からのデータ）を有する信号に従って通信するかもしれな
い。
【００１６】
　多くの部品、モジュール等を含むかもしれないシステムに関して種々の実施例が示され
るだろう。種々のシステムは追加の部品、モジュール等を含むかもしれないし、および／
または、図面に関連して検討した部品、モジュール等のすべては含まないかもしれないこ
とが理解されるべきである。これらの方法の組合せも用いられるかもしれない。
【００１７】
　図１はマルチネットワークカバレッジにアクセスするためのシステムを備えたマルチネ
ットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）１００の概略ブロック図である。システム１０
２は、第１の通信ネットワーク１０８にＡＴ１００を登録するためのアンテナ１０６で表
される無線インタフェースを有する第１の通信サブシステム１０４を含む。第１のサブシ
ステム１０４は周波数変換、復調／変調、およびベースバンド処理回路を備えた無線送受
信機（図示しない）を通常含む。サブシステム１０４は第２の通信ネットワークに対して
受信したアクセス情報を提供するためにライン１１０上にインタフェースを有する。例え
ば、第１のサブシステム１０４は１ｘＥＶ-ＤＯＣＤＭＡ、広域移動通信システム（ＧＳ
Ｍ(登録商標））、またはユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ）のサブシステムで
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あるかもしれない。第１のサブシステム１０４はいかなる特定の無線通信プロトコルにも
限定されない。しかし、この例のために第１のサブシステムは通常大きなカバレッジを有
するページング最適化ネットワークであると仮定する。
【００１８】
　アクセスモジュール１１２は第１のサブシステム１０４からアクセス情報を受信するた
めにライン１１０上にインタフェースを有する。アクセスモジュール１１２は、受信アク
セス情報を提供するためにライン１１４上にインタフェースを有する。第２の通信サブシ
ステム１１６は第２のネットワーク１２０を介してアクセスされるサービスを得るために
、アンテナ１１８で表される無線インタフェースを有する。第２のサブシステム１１６は
第２のネットワーク１２０に登録し、サービスを受けるために、ライン１１４に接続され
るインタフェースを介して受信されるアクセス情報のみを用いる。すなわち、第２のサブ
システム１１６はいったん得た情報は、後で使用するために格納されるにも拘わらず、最
初は予めメモリーに格納されたアクセス情報に頼らない。第２のサブシステム１１６はい
かなる特定の通信プロトコルにも限定されないが、この例のために、第２のサブシステム
はＩＥＥＥ８０８．２０またはＩＥＥＥ８０２．１６ｅに準拠するシステム、またはＤＯ
のような無線電話規格に準拠するシステムのような高データレートシステムであると仮定
する。一般に、第２のネットワークは何らかの補助的情報を用いてＡＴによってアクセス
されるだけができるネットワークである。すなわち、ＡＴは、ネットワーク登録処理に関
与できる前に、何らかの制御チャネル情報を取得しなければならない。このプロセスは放
送されるオーバヘッド情報の量を縮小し、アドホックネットワークの展開を可能にする。
前と同様に、第２のサブシステム１１６は通常、周波数変換、復調／変調、およびベース
バンド処理回路を備えた送受信機である。
【００１９】
　一態様において、第１のサブシステム１０４は第２のネットワーク１２０に対するアク
セス情報、例えばシステム情報、チャネル情報、およびアクセスポイントパラメータを受
信する。システム情報は、ここで用いられると、多くのＡＰに共通であるかもしれない基
本的システムアクセス情報、例えばＯＳＩモデルの物理層のモードおよびレイアウトを指
す。例えば、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）において、システム情報は巡回プレフィッ
クスの長さ、ガード搬送波の数、およびインタレース構造を含むかもしれない。チャネル
情報はＡＴによって用いられる特定のチャネルに対する情報を伝達する。例えばＯＦＤＭ
において、チャネル情報は特定のチャネルに対するチャネルホッピング情報、制御チャネ
ルタイミング、パイロット情報、およびアンテナ情報を含むかもしれない。アクセスポイ
ントパラメータは特定のＡＰに対する情報を伝達する。例えば、ＡＰのパラメータはＡＰ
ＩＤ、ＧＰＳ情報、および特定のＡＰに対する隣接を含むかもしれない。
【００２０】
　第２のサブシステム１１６が第２のネットワーク１２０へのアクセスに失敗した場合、
アクセス失敗通知をライン１１４でアクセスモジュール１１２へ送る。アクセスモジュー
ル１１２は前記アクセス失敗通知の受信に応答してライン１１０で第１のサブシステムへ
アクセス取得コマンドを送る。次に、第１のサブシステム１０４は前記アクセス取得コマ
ンドに応答して第１のネットワーク１０８を介してサービスにアクセスする。第１のネッ
トワーク１０８が第２のネットワーク１２０を介して名目上利用可能なすべてのサービス
を提供できるわけではないかもしれないこと、および第２のネットワークが第１のネット
ワークを介して利用可能なすべてのサービスを提供できるわけではないかもしれないこと
に注意。第２のサブシステム１１６も第２のネットワークに対するアクセス情報の受信に
失敗した場合、第２のネットワーク１２０にアクセスできない（登録および／またはサー
ビスを受ける）。例えば、第１のネットワーク１０８は第２のネットワークのアクセス情
報を提供できないかもしれない。または情報が古くなっているかまたは正しくないかもし
れない。第２のサブシステム１１６は第２のネットワークの無線カバレッジの受信に失敗
するかもしれない。すなわち、第２のサブシステム１１６はブロックされるかもしれない
し、または第２のネットワーク１２０内のＡＰと交信するには遠く離れすぎているかもし



(10) JP 2012-199945 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

れない。
【００２１】
　別の態様において、第２のサブシステム１１６が第２のネットワーク１２０の存在を検
出し、検出通知をライン１１４でアクセスモジュール１１２へ送るかもしれない。例えば
第２のサブシステム１１６は定期的に受信可能になるか、またはトリガーイベントに応答
して受信可能になるかもしれない。アクセスモジュール１１２は前記検出通知の受信に応
答してライン１１０で第１のサブシステム１０４へ要求コマンドを送る。次に、第１のサ
ブシステム１０４は、前記要求コマンドに応答して第２のネットワーク１２０に対するア
クセス情報を第１のネットワークのアクセスポイント（ＡＰ）１２２から要求する。第１
のサブシステム１０４は要求に応答して第１のネットワークのＡＰ１２２からの第２のネ
ットワーク１２０に対するアクセス情報を受信する。
【００２２】
　ＡＴが第１のネットワークのＡＰ１２２から放送されるアクセス情報を受け損なった場
合、または第１のネットワークのＡＰが第２のネットワークのアクセス情報を要求に応答
して提供するだけの場合には、上記の検出メカニズムは有効である。一態様において、第
２のサブシステム１１６は第２のネットワーク１２０内のＡＰ１２４に対する識別子（Ｉ
Ｄ）を検出し、第１のサブシステム１０４は第２のネットワークのＡＰ１２４の識別子（
ＩＤ）を要求に用いて第２のネットワーク１２０に対するアクセス情報を要求する。
【００２３】
　別の態様において、第１のサブシステムの無線インタフェース１０６は第１のネットワ
ークのＡＰ１２２からの第２のネットワークのページングメッセージを受信する。例えば
アクセス情報がＡＴのメモリー１２６に格納されている場合、または第２のサブシステム
１１６が停止モードで動作している場合、ＡＴ１００は第２のネットワークに対するアク
セス情報を必要としないかもしれない。従って、ＡＴは第１のネットワークを介して第２
のネットワークのページングを受信することにより電池の消費を最小にできる。このペー
ジングはＡＴ１００が都合の良いときに第２のネットワーク１２０に登録することを可能
にする。通常はＡＴが移動デバイスであることを理解するべきである。したがって、ＡＴ
は、移動するに従い、第１および第２のネットワーク内の異なるＡＰを取得するかもしれ
ない。さらに、１つのネットワーク（すなわち、第１のネットワーク）がより広いカバレ
ッジエリアを有する場合、ＡＴは、たとえ第１のネットワーク内の異なるＡＰを取得する
必要がなくとも第２のネットワーク内の異なるＡＰを取得するかもしれない。システム１
０２の部品は論理的に異なるが、システムの現実の物理的実施において、これらの部品は
同じハードウェアで動作可能にされるかもしれないことが理解されるべきである。例えば
、２つのネットワーク１０８および１２０は双方共に異なる周波数で動作するＤＯネット
ワークであるかもしれない。その結果、サブシステム１０４および１１６をＡＴ内で同じ
回路を用いて動作可能にすることができる。
【００２４】
　図２はマルチネットワークカバレッジにアクセスするためのプロセッサデバイスを備え
たマルチネットワーク無線通信ＡＴ１００を表わす概略ブロック図である。プロセッサデ
バイス１５０は、第１の通信ネットワークにＡＴ１００を登録するための、ライン１５４
上にインタフェースを備えた第１の通信サブシステムモジュール１５２を含む。第１のサ
ブシステムモジュール１５２は第２の通信ネットワークに対するアクセス情報を受信する
。第２の通信サブシステムモジュール１５６は、第１のサブシステムモジュール１５２を
介して受信する第２のネットワークのアクセス情報を用いて、第２のネットワークを介し
てアクセスされるサービスを得るためにライン１５８上にインタフェースを有する。いく
つかの態様において、図２のプロセッサデバイスは図１のアクセスモジュールと同様であ
る。
【００２５】
　図３はマルチネットワークカバレッジにアクセスできるマルチネットワークＡＴを表す
ブロック図である。ＡＴ１００はマルチネットワークＡＴ１００を第１の通信ネットワー
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ク１０８に登録するための手段１８０を含む。ＡＴ１００は第１のネットワークへの登録
に応答して第１のネットワークを介して第２の通信ネットワークに対するアクセス情報を
受信するための手段１８２を含む。さらに、ＡＴ１００は第１のネットワークを介して受
信されるアクセス情報に応答して第２のネットワークを介してアクセスされるサービスを
得るための手段１８４を含む。
【００２６】
　図４は無線通信マルチネットワークカバレッジを提供するためのシステムの概略ブロッ
ク図である。システム２００は第２のアクセスポイント（ＡＰ）１２４を含む。第２のＡ
Ｐ１２４は第１の通信ネットワーク１０８で動作中の第１のＡＰ１２２の存在を検出する
ための、アンテナ２０４で表される無線インタフェースを備えた第１の通信サブシステム
２０２を含む。第１サブシステム２０２は検出情報を出力するためのライン２０６上にイ
ンタフェースを有する。第１のサブシステム２０２は周波数変換、復調／変調、およびベ
ースバンド処理回路を備えた無線送受信機（図示しない）を通常含む。例えば、第１のサ
ブシステム２０２は１ｘＣＤＭＡ、ＧＳＭ、またはＵＭＴＳの基地局であるかもしれない
。第１のサブシステム２０２はいかなる特定の無線通信プロトコルにも限定されない。し
かし、この例のために第１のサブシステムは通常大きな地域をカバーするページング最適
化ネットワークであると仮定する。一態様において、第２のＡＰ１２４は第１のサブシス
テム２０２を用いることなく第１のＡＰを検出できる。この場合第２のＡＰ１２４は第２
のサブシステム（以下に記述）のみを備えるかもしれない。
【００２７】
　配信モジュール２０８は検出情報を受信するためのライン２０６上のインタフェース、
および放送停止コマンドを出力するためのライン２１０上のインタフェースを有する。第
２の通信サブシステム２１２はアンテナ２１４で表される無線インタフェースを有する。
この無線インタフェースはライン２１０上の配信モジュール２０８に接続されたインタフ
ェースを介した放送停止コマンドの受信に応答して第２の通信ネットワークのアクセス情
報の放送を停止する。第２のサブシステム２１２はいかなる特定の通信プロトコルにも限
定されないが、この例のために、第２のサブシステムはＩＥＥＥ８０８．２０またはＩＥ
ＥＥ８０２．１６ｅに準拠するシステム、またはＤＯのような他の無線規格に準拠するシ
ステムのような高データレートシステムであると仮定する。前と同様に、第２のサブシス
テム２１２は通常、周波数変換、復調／変調、およびベースバンド処理回路を備えた送受
信機である。第２のＡＰ１２４は、第１および第２のネットワーク双方において通信でき
るように第１および第２のサブシステムの双方を含むかもしれないが、本解析のために第
２のＡＰ１２４は主として第２のネットワークに関連していると仮定する。すなわち、第
２のＡＰ１２４は第２のネットワーク１２０のＡＰと呼ばれるかもしれない。
【００２８】
　同様に第１のＡＰ１２２は、第１のネットワークにおいて第２のネットワークのアクセ
ス情報を提供するための、アンテナ２１８によって表される無線インタフェースを備えた
第１の通信サブシステム２１６を含む。アクセス情報はシステム情報、チャネル情報、ま
たはアクセスポイントパラメータであるかもしれない。第１のＡＰ１２２は第２の通信ネ
ットワークサブシステム２２０および無線インタフェース２２２を用いて第２のＡＰ１２
４の存在を検出する。あるいは、第１のＡＰ１２２は第２のサブシステムを有しないが、
図示しない他の無線、または、有線通信チャネル（例えば、ＬＡＮ）により検出情報を受
信するかもしれない。次に、第１のＡＰ１２２は第１のサブシステム２１６を介して第２
のＡＰ１２４の取得可能性を公表する。第１のＡＰ１２２は、第１および第２のネットワ
ーク双方において通信できるように第１および第２のサブシステムの双方を含むかもしれ
ないが、本解析のために第１のＡＰ１２２は主として第１のネットワーク１０８に関連し
ていると仮定する。すなわち、第１のＡＰ１２２は第１のネットワークのＡＰと呼ばれる
かもしれない。
【００２９】
　一態様において、第２のＡＰ１２４は第２のネットワークのアクセス情報を第１のＡＰ
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に提供する。アクセス情報は、第１のネットワーク１０８、第２のネットワーク１２０を
介して、または有線接続（図示しない）を通じてＡＰ間を伝達され得る。一態様において
、第１のＡＰ１２２は、第１のサブシステムの無線インタフェース２１８を介して第２の
ＡＰ１２４によって提供されるアクセス情報を放送する。別の態様において、第１のＡＰ
１２２は第２のＡＰ１２４の存在、例えばＡＰ１２４の識別子を放送するだけである。Ａ
Ｔ１００は、第１のサブシステムの無線インタフェース２１８を介してＡＰ１２２へアク
セスすることにより、ＡＰ１２４の更なるアクセス情報を要求するかもしれない。さらに
別の態様において、ＡＰ１２４はＡＴ１００がＡＰ１２２へアクセスするとき、ＡＴ１０
０がＡＰ１２４に関する情報の要求において用いる識別子を放送する。この態様において
、ＡＰ１２２はＡＴ１００がＡＰ１２４に関する情報を要求するためにＡＰ１２２ヘアク
セスしていることを知っているかもしれないし、知らないかもしれない。またＡＰ１２４
の存在さえ知らないかもしれない。例えば、ＡＴ１００はＡＰ１２４によって放送される
識別子を用いてＡＰ１２４にアクセスするためにレイヤー２トンネリングプロトコル（Ｌ
２ＴＰ）を用いるかもしれない。またＡＰ１２４は第１のＡＰ１２２を介して第２のネッ
トワークのアクセス情報をＡＴ１００へ、同じＬ２ＴＰを用いてカプセル化した１つのメ
ッセージとして提供するかもしれない。この場合、そのメッセージはＡＰ１２２へのＩＰ
パケットフローとして現れる。別の態様において、ＡＴ１００はアクセス情報を取得する
ためにＡＰ１２２との特定のレイヤー２シグナリングを用いるかもしれない。
【００３０】
　アクセス情報とは別に、第１のＡＰ１２２は第１のサブシステムの無線インタフェース
２１８を介してページングメッセージを放送するかもしれない。このように、第２のＡＰ
１２４は、ページングメッセージに応答して第２のサブシステムの無線インタフェース２
１４を介してＡＴ１００を登録できる。
【００３１】
　図５は無線通信マルチネットワークカバレッジを提供するためのプロセッサデバイスを
備えた通信ネットワークアクセスポイント（ＡＰ）１２４の概略ブロック図である。プロ
セッサデバイス４００は、第１の通信ネットワークのＡＰ（図示しない、図４の第１のＡ
Ｔ１２２を見よ）の検出を示す信号を受信するための、ライン４０４上のインタフェース
を備えた第１の通信サブシステムモジュール４０２を含む。
【００３２】
　配信モジュール４０６はライン４１０上の第１のサブシステムモジュール４０２からの
信号として受信する第１のネットワークのＡＰの検出に応答してライン４０８で放送停止
コマンドを出力する。第２の通信サブシステムモジュール４１２はライン４１４上のイン
タフェースを有する。このインタフェースはライン４０８で受信する放送停止コマンドに
応答して第２の通信ネットワークのアクセス情報の放送を停止する信号を出力する。いく
つかの態様において、プロセッサデバイス４００は図４に示す配信モジュールと同様であ
る。
【００３３】
　図６は無線通信マルチネットワークカバレッジを提供する通信ネットワークＡＰを表す
ブロック図である。このＡＰ（すなわち、図４の第２のＡＰ１２４）は第２の通信ネット
ワークのＡＰが第１の通信ネットワークのＡＰの存在を検出するための手段４５０を含む
。前記ＡＰは第２のネットワークのＡＰが第１のネットワークのＡＰの検出に応答してア
クセス情報の放送を停止するための手段４５２をさらに含む。
【００３４】
　機能的説明
　図１から図６に記載した本発明はページングおよびオーバヘッドチャネルを効率的に管
理するために用いることができる。第１のネットワークが存在する場合、第２のネットワ
ークはページングチャネルまたはオーバヘッドメッセージを放送しないかもしれない。Ａ
Ｔは第２のネットワークに関する情報のために第１のネットワークを受信するだけである
。第２のネットワークはＡＴの能力と方針に基づいて、このページングモードをサポート
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するように構成される。すなわち、ＡＴは第１のネットワークでページングされているこ
とを「知っている」が、第２のネットワークでアクセスが来ることを予想する。さらに、
第１のネットワークが存在する場合、第２のネットワークはページングおよびアクセス情
報を放送する必要がない。
【００３５】
　代わりに、ＡＴは第２のページングおよびアクセス情報を受信するために第１のネット
ワークに明確に登録するかもしれない。この動作モードは、第２のネットワークのみがＡ
Ｔのページングに利用可能な場合に実行されるよりもより効率的なページングのバージョ
ンをもたらす。
【００３６】
　フォールバックとして、ＡＴが第２のネットワークのアクセス情報の受信に失敗する場
合、または第２のネットワークのカバレッジエリア内にない場合、ＡＴはサービスのため
に依然として第１のネットワークにアクセスするかもしれない。第１のネットワークは登
録を第２のネットワークに通知するかもしれない。異なる一態様において、ＡＴは第１の
ネットワークおよび第２のネットワークに別々に登録する。ここで第２のネットワークに
おける登録は第１のネットワークを通じてページングを送るための表示を含む。例えば、
ＡＴは、第１のネットワークにおける経路設定を介して達することができるＩＰアドレス
または同様な識別子であって、それらを通じて第２のネットワークがページングパケット
をアドレス指定できるＩＰアドレスまたは同様な識別子を提供するかもしれない。第１の
ネットワークは第１のネットワークでＡＴをページングすることにより第２のネットワー
クから受信された任意のパケットを送付する。第１のネットワークはパケットの目的が明
らかに第２のネットワークでＡＴをページングするためのものであることを知らないかも
しれない。
【００３７】
　第１のネットワークが存在する場合、最小限のオーバヘッドメッセージ（すなわち、ペ
ージングおよびアクセス情報）が第２のネットワーク制御チャネルで放送される必要があ
る。この縮小したオーバヘッドは隣接ＡＰからの制御チャネル干渉を最小にする。第２の
ネットワークのＡＰを識別できるための十分な情報のみ、およびアクセスに必要なダイナ
ミックパラメータが放送される必要がある。隣接リスト、動作モード、電力制御情報等は
第２のネットワークのＡＰのユニキャストアクセスを介して、または第１のネットワーク
を介してのみ利用可能であるかもしれない。ＡＴはページングを受信する前に第２のネッ
トワークに対するアクセスパラメータを知るために第１のネットワークにアクセスするか
もしれない。ページングの際、ＡＴはカバレッジによって第１または第２のネットワーク
のいずれかに直ちにアクセスできる。
【００３８】
　複数の技術が互いに交信しなければならない場合、シグナリングが問題となる。ネット
ワークにおいて発生する無線アクセス技術（ＲＡＴ）のためのシグナリングは２つの方法
で管理されるかもしれない。第１のＲＡＴは第２のＲＡＴを介してシグナリングメッセー
ジを、メッセージをカプセル化するためにトンネル、例えばレイヤー２シグナリングのた
めのＬ２ＴＰ（ＲＦＣ３９３１）を用いて送るかもしれない。モバイルＩＰが用いられる
場合、メッセージはシグナリングをＩＰパケットとして転送するホームエージェント（Ｈ
Ａ）に到着するかもしれない。あるいはまた、第１のＲＡＴが知っているＡＴのＩＰ、ま
たは何らかの同等なグローバルアドレス、はパケットの送信先アドレスとして用いること
ができる。一態様において、ＲＡＴに対するシグナリングはＡＴがその特定のＲＡＴネッ
トワークにアクセスする時に送られるだけである。異なる一態様において、ＡＴで発生す
る別のＲＡＴを介したレイヤー２シグナリングが用いられるかもしれない。例えば、ＡＴ
は、ＷｉＦｉ（第２のネットワーク）アクセスポイントと対話するためにＤＯ（第１の）
ネットワーク上でＬ２ＴＰを送るかもしれない。
【００３９】
　２つのネットワークの間の一般的網間接続は、第２のネットワークが第１のネットワー
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クの存在を検出し、どのオーバヘッドおよびページング機能の実行を続けるかを決定する
ことを必要とする。同様に、第１のネットワークは第２のネットワークの存在を公表する
ように構成される。第１のネットワークは第２のネットワークとの負荷平衡および効率的
ハンドオフも実行するかもしれない。
【００４０】
　図１から図６に記載した本システムはＡＴが相補的強さを有する異なるネットワークに
おいて通信できるネットワーク配置をサポートするように整えられるかもしれない。例え
ば、ＡＴは、冗長のために複数のＲＡＴ上で同時にデータを受信するために、多くのネッ
トワークに対応するＨＡに登録されるかもしれない。あるいは、ＡＴはページングのため
に１つのネットワーク（例えばセルラネットワーク）を、およびパケット転送のために異
なる１つのネットワーク（例えば無線ＬＡＮ）を用いるかもしれない。一態様において、
ＨＡは予め定めた方針を用いてネットワークの使用を管理する。異なる一態様において、
ＡＴはネットワークの使用を管理し、ＨＡデバイスを構成するためにメッセージ通信を用
いる。さらに、ＨＡはＡＴから受信したデータトラヒックに基づいて、どこで、どのよう
にパケットが送られたかを動的に更新するように構成されるかもしれない。例えば、第１
のネットワークを通じたページングはＨＡにおいて受信されるデータパケットの結果とし
て発生するかもしれない。
【００４１】
　ＡＴはページングのために第１のネットワークだけを聴取するように構成されるかもし
れない。ページングが受信されると、ＡＴはページングに使われたネットワークにアクセ
ス、または別のネットワークにアクセス、または（冗長のために）同時に複数のネットワ
ークにアクセスするかもしれない。ＨＡはＡＴの能力と方針に基づいて、アクセスの各モ
ードをサポートするように異なる構成にされるかもしれない。
【００４２】
　ハンドオフに関して、ＨＡはパケットを複数のＲＡＴネットワークに転送するように構
成されるかもしれない。マルチネットワークＡＴはハンドオフの間、２つのＲＡＴネット
ワークから同時にダウンロードするかもしれない。一旦双方のネットワークから同じパケ
ットを受信すると、ＡＴは送信先ネットワークへ切り換えるかもしれない。またはデータ
ストリーム内のＨＡからのメッセージを受信すると切り換えるかもしれない。
【００４３】
　図７はモバイルＩＰ（ＭＩＰ）アドレシングプロトコルスタックの一変形例を表す図で
ある。この図において、モバイルノード（ＭＮ）はＡＰに位置している。ＭＩＰのトンネ
ルはＨＡと第１のネットワークのＡＰ（ＭＮ）の間に生成される。明確に示していないが
、第２のネットワークは第２のネットワークのＭＡＣ／ＰＨＹアクセスレイヤーを用いる
ＡＴを含む同等のプロトコルスタックを有する。
【００４４】
　図８はマルチネットワーク無線通信ＡＴ内のマルチネットワークカバレッジにアクセス
するための方法を示すフローチャートである。本方法は明確さのために番号付のステップ
の系列として示しているが、付番は必ずしもステップの順序を指示しない。これらのステ
ップのいくつかは省かれるか、並行に実施されるか、または厳密に順序を保持する必要無
しに実行されるかもしれないことが理解されるべきである。方法はステップ５００で始ま
る。
【００４５】
　ステップ５０２は第１の通信ネットワークにマルチネットワークＡＴを登録する。ステ
ップ５０４は、第１のネットワークへの登録に応答して第２の通信ネットワークへアクセ
スするために必要な情報を第１のネットワークを介して受信する。アクセス情報は、シス
テム情報、チャネル情報、またはアクセスポイントパラメータであるかもしれない。ステ
ップ５０６は、第１のネットワークを介して受信される前記アクセス情報に応答して第２
のネットワークを介してアクセスされるサービスを得る。
【００４６】
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　一態様において、ステップ５０８は第２のネットワークへのアクセスに失敗する。次に
、ステップ５１０において、ＡＴは第２のネットワークにアクセスしないことに応答して
第１のネットワークを介してアクセスされるサービスを得る。例えば、ＡＴは、第２のネ
ットワークに対するアクセス情報の受信に失敗した結果として、または（適切な）第２の
ネットワーク無線カバレッジの受信に失敗した結果として、ステップ５０８において第２
のネットワークへのアクセスに失敗するかもしれない。
【００４７】
　一態様において、ＡＴ（ステップ５０３ａ）は第２のネットワークの存在を検出する。
ステップ５０３ｂにおいて、ＡＴは第１のネットワークのＡＰ（図４の第１のＡＰ１２２
を見よ）から第２のネットワークに対するアクセス情報を要求する。したがって、ステッ
プ５０４における第２のネットワークに対するアクセス情報を受信することは、ＡＴが要
求に応答して第１のネットワークのＡＰから第２のネットワークのアクセス情報を受信す
ることを含む。例えば、ステップ５０３ａにおいて、ＡＴは第２のネットワーク内のＡＰ
（図４の第２のＡＰ１２４）の識別子を検出するかもしれない。したがって、ステップ５
０３ｂにおける第２のネットワークに対するアクセス情報を要求することは、ＡＴが要求
において第２のネットワークのＡＰ識別子を用いることを含む。
【００４８】
　別の態様において、ＡＴはステップ５１２において第１のネットワークを介して第２の
ネットワークページングメッセージを受信する。ステップ５１４において、ＡＴはページ
ングメッセージの受信に応答して第２のネットワークにアクセスする。
【００４９】
　あるいは、図８のフローチャートは、マルチネットワーク無線通信ＡＴにおいてマルチ
ネットワークカバレッジにアクセスするための動作を実行するためのディジタル処理装置
によって実行可能な機械可読命令のプログラムを明白に具体化する信号保持媒体を表わす
と理解されるかもしれない。
【００５０】
　図９は通信ネットワークＡＰ内の無線通信マルチネットワークカバレッジを提供するた
めの方法を表わすフローチャートである。本方法はステップ６００で始まる。ステップ６
０２は第１の通信ネットワークのＡＰを設ける。ステップ６０４において、第２の通信ネ
ットワークのＡＰは第１のネットワークのＡＰの存在を検出する。ステップ６０６におい
て、第２のネットワークのＡＰは第１のネットワークのＡＰの検出に応答してアクセス情
報の放送を停止する。ステップ６０８において、第１のネットワークのＡＰは第２のネッ
トワークのアクセス情報、例えばシステム情報、チャネル情報、およびアクセスポイント
パラメータを提供する。
【００５１】
　一態様において、ステップ６０８における第２のネットワークのアクセス情報を提供す
ることは、複数のサブステップを含む。ステップ６０８ａにおいて、第１のネットワーク
のＡＰは第２のネットワークのＡＰの存在を検出する。ステップ６０８ｂにおいて、第１
のネットワークのＡＰは第２のネットワークのＡＰの利用可能性を公表する。
【００５２】
　一態様において、ステップ６０３において第２のネットワークのＡＰは第２のネットワ
ークのアクセス情報を第１のネットワークのＡＰに提供する。例えば、第２のネットワー
クのＡＰはレイヤー２シグナリング用にカプセル化したメッセージを第１のネットワーク
のＡＰに送る。次に、ステップ６０８において、第１のネットワークのＡＰは第２のネッ
トワークのＡＰによって提供されたアクセス情報を提供する。別の態様において、ステッ
プ６０７ｂにおいて第１のネットワークのＡＰはＡＴからの第２のネットワークのアクセ
ス情報に対する要求を受信する。次に、ステップ６０８において、第１のネットワークの
ＡＰは前記要求に応答して第２のネットワークのアクセス情報を提供する。異なる一態様
において、ステップ６０７ａにおいて第２のネットワークのＡＰはＡＰ識別子を放送し、
ステップ６０７ｂにおいて第１のネットワークのＡＰはＡＰ識別子で参照される第２のネ
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ットワークのＡＰに対するアクセス情報に関する要求を受信する。
【００５３】
　別の態様において、第１のネットワークのＡＰはステップ６１０において第２のネット
ワークのＡＰに対するページングメッセージを放送する。ステップ６１２においてＡＴは
ページングメッセージの受信に応答して第２のネットワークのＡＰに登録する。
【００５４】
　あるいは、図９は通信ネットワークＡＰにおいて無線通信マルチネットワークカバレッ
ジを提供するための動作を実行するためのディジタル処理装置によって実行可能な機械可
読命令のプログラムを明白に具体化する信号保持媒体を表わすと見なされるかもしれない
。
【００５５】
　マルチネットワークカバレッジにアクセスするためのシステムと方法がＡＴに提供され
た。本発明はＡＴが、電池の消費および制御チャネル通信を最小にしながら、マルチネッ
トワークカバレッジに関連するすべてのサービスを享受することを可能にする。本発明に
関する特定の通信シーケンスおよび使用の例を例示として提供した。しかし、本発明は単
にこれらの実施例に限定されない。当業者は本発明の他の変形例および実施例に気がつく
だろう。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月11日(2012.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）において、
　ページング最適化ネットワークにマルチネットワークＡＴを登録することと、
　前記ページング最適化ネットワークへの登録に応答して、高データレートネットワーク
にアクセスするために必要なアクセス情報を前記ページング最適化ネットワークを介して
受信することと、
　前記ページング最適化ネットワークを介して受信されるアクセス情報に応答して、前記
高データレートネットワークを介してアクセスされるサービスを得ることと、
　前記アクセス情報とは独立して前記ページング最適化ネットワークから前記高データレ
ートネットワークメッセージを受信することと、
　前記高データレートネットワークメッセージを受信することに応答して前記高データレ
ートネットワークをアクセスすることと、
を具備し、
　前記ＡＴは前記ページング最適化ネットワークに保留接続し(camping on）、データ通
信が要求される時のみ高データレートネットワークにアクセスする、マルチネットワーク
カバレッジにアクセスするための方法。
【請求項２】
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　前記高データレート通信ネットワークに対するアクセス情報を受信することが、システ
ム情報、チャネル情報、およびアクセスポイントパラメータから成るグループから選択さ
れるアクセス情報を受信することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記高データレートネットワークへのアクセスに失敗することと、
　前記高データレートネットワークへアクセスしないことに応答して、前記ページング最
適化ネットワークを介してアクセスされるサービスを得ることとをさらに含む、請求項１
の方法。
【請求項４】
　前記高データレートネットワークへのアクセスに失敗することが、前記高データレート
ネットワークに対するアクセス情報の受信に失敗することと、前記高データレートネット
ワーク無線カバレッジの受信に失敗することとから成るグループから選択される１つの動
作に応答して、前記高データレートネットワークにアクセスすることに失敗することを含
む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　マルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）において、
　ページング最適化通信ネットワークにＡＴを登録するための無線インタフェースと高デ
ータレートネットワークに対して受信されるアクセス情報を提供するためのインタフェー
スとを有する第１の通信サブシステムと、
　前記第１の通信サブシステムから前記アクセス情報を受信するためのインタフェースと
受信されるアクセス情報を提供するためのインタフェースとを有するアクセスモジュール
と、
　前記高データレートネットワークを介してアクセスされるサービスを得るための無線イ
ンタフェースを備えた第２の通信サブシステムであって、前記高データレートネットワー
クは前記アクセスモジュールに接続されたインタフェースを介して受信される前記高デー
タレートのネットワークのアクセス情報のみを用いてアクセスされる、通信サブシステム
と、
を含み、
　前記第１の通信サブシステムは、前記アクセス情報とは独立して前記ページング最適化
ネットワークから前記高データレートネットワークページングメッセージを受信し、
　前記第２の通信サブシステムは、前記高データレートネットワークページングメッセー
ジを受信することに応答して前記高データレートネットワークをアクセスする、
　前記ＡＴは前記ページング最適化ネットワークに保留接続し(camping on）、データ通
信が要求される時のみ高データレートネットワークにアクセスする、マルチネットワーク
カバレッジにアクセスするためのシステム。
【請求項６】
　第１のサブシステムが、システム情報、チャネル情報、およびアクセスポイントパラメ
ータから成るグループから選択される前記高データレートネットワークに対するアクセス
情報を受信する、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　第２のサブシステムが、前記高データレートネットワークへのアクセスに失敗し、アク
セスモジュールへアクセス失敗通知を送り、
　アクセスモジュールが、前記アクセス失敗通知の受信に応答してアクセス取得コマンド
を第１のサブシステムに送り、かつ
　第１のサブシステムが、前記アクセス取得コマンドに応答して前記ページング最適化ネ
ットワークを介してサービスにアクセスする、請求項５に記載のシステム。
【請求項８】
　前記高データレートネットワークに対するアクセス情報の受信に失敗することと、前記
高データレートネットワーク無線カバレッジの受信に失敗することとから成るグループか
ら選択される１つの動作に応答して前記高データレートネットワークへのアクセスに失敗
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する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　マルチネットワークカバレッジにアクセス可能な無線通信アクセス端末であって、
　ページング最適化ネットワークにマルチネットワークアクセス端末を登録するための手
段と、
　前記ページング最適化ネットワークへの登録に応答して前記ページング最適化ネットワ
ークを介して高データレートネットワークに対するアクセス情報を受信するための手段と
、
　前記ページング最適化ネットワークを介して受信したアクセス情報に応答して、前記高
データレートネットワークを介してアクセスされるサービスを得るための手段と、
　前記アクセス情報とは独立して前記ページング最適化ネットワークから前記高データレ
ートネットワークメッセージを受信する手段と、
　前記高データレートネットワークメッセージを受信することに応答して前記高データレ
ートネットワークをアクセスする手段と、
を具備し、
　前記無線通信アクセス端末は前記ページング最適化ネットワークに保留接続し(camping
 on）、データ通信が要求される時のみ高データレートネットワークにアクセスする、ア
クセス端末。
【請求項１０】
　マルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）において、マルチネットワークカバ
レッジにアクセスするための動作を実行するためのディジタル処理装置によって実行可能
な機械可読命令のプログラムを明白に具体化する信号保持媒体であって、前記動作は
　ページング最適化ネットワークにマルチネットワークＡＴを登録することと、
　前記ページング最適化ネットワークへの登録に応答して、前記ページング最適化ネット
ワークを介して高データレート通信ネットワークに対するアクセス情報を受信することと
、
　前記ページング最適化ネットワークを介して受信したアクセス情報に応答して、前記高
データレートネットワークを介してアクセスされるサービスを得ることと、
　前記アクセス情報とは独立して前記ページング最適化ネットワークから前記高データレ
ートネットワークメッセージを受信することと、
　前記高データレートネットワークメッセージを受信することに応答して前記高データレ
ートネットワークをアクセスすることと、
を含み、
　前記ＡＴは前記ページング最適化ネットワークに保留接続し(camping on）、データ通
信が要求される時のみ高データレートネットワークにアクセスする、信号保持媒体。
【請求項１１】
　マルチネットワーク無線通信アクセス端末（ＡＴ）において、マルチネットワークカバ
レッジにアクセスするためのプロセッサデバイスであって、
　ページング最適化ネットワークにＡＴを登録することと、高データレートネットワーク
に対する受信されたアクセス情報を受信することとのためのインタフェースを備えた第１
の通信サブシステムモジュールと、
　第１のサブシステムモジュールを介して受信される前記高データレートネットワークの
アクセス情報を用いて、前記高データレートネットワークを介してアクセスされるサービ
スを得るためのインタフェースを有する第２の通信サブシステムモジュールとを含み、
　前記第１の通信サブモジュールは、前記アクセス情報とは独立して前記ページング最適
化ネットワークから前記高データレートネットワークページングメッセージを受信し、
　前記第２の通信サブモジュールは、前記高データレートネットワークページングメッセ
ージを受信することに応答して前記高データレートネットワークをアクセスする、
　前記ＡＴは前記ページング最適化ネットワークに保留接続し(camping on）、データ通
信が要求される時のみ高データレートネットワークにアクセスする、プロセッサデバイス
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。
【請求項１２】
　マルチネットワークカバレッジをアクセスするアクセス端末（ＡＴ）において、
　アンテナと、
　第１の通信プロトコルを用いて前記ＡＴを第１の通信ネットワーク内に登録するための
無線インターフェースと、前記アンテナを介して第２の通信ネットワークに関するアクセ
ス情報を供給するためのインタフェースを有する第１の通信サブシステムと、
　第２の通信プロトコルを用いて、前記第１の通信ネットワークとは独立に前記第２の通
信ネットワークを介してアクセスされたサービスを取得するための無線インターフェース
を有する第２の通信サブシステムと、
を具備し、
　前記第２の通信ネットワークは前記第１の通信ネットワークとは異なる通信プロトコル
を有し、前記第１の通信ネットワークより高速である、
　前記第２の通信ネットワークは前記アクセスモジュールに接続されたインタフェースを
介して受信された前記アクセス情報を用いて前記第２の通信サブシステムによりアクセス
される、アクセス端末。
【請求項１３】
　無線通信マルチネットワークカバレッジを提供する方法において、
　第１の通信ネットワークで動作する第１の通信ネットワークＡＰの存在を検出する第２
の通信ネットワークアクセスポイント（ＡＰ）と、ここにおいて、前記第２の通信ネット
ワークは前記第１の通信ネットワークとは異なる通信プロトコルを有し前記第１の通信ネ
ットワークより高速であり、前記第２の通信ネットワークＡＰは第２の通信ネットワーク
で動作し、前記第２の通信ネットワークＡＰはダイレクトにかつ無線で前記第２の通信ネ
ットワークのアクセス情報を前記第２の通信ネットワーク内にブロードキャストする、
　前記第２の通信ネットワークＡＰは前記アクセス情報を前記第１の通信ネットワークＡ
Ｐに通信し、
　前記第２のネットワークＡＰは、前記第１のネットワークＡＰの検出に応答して前記第
２の通信ネットワーク内に前記アクセス情報を無線でブロードキャストすることを停止し
、
　前記第２の通信ネットワークＡＰが前記第１の通信ネットワーク内の前記第１の通信ネ
ットワークＡＰから前記アクセス端末により前記アクセス情報を受信することに基づいて
前記第２の通信ネットワーク内のアクセス端末とダイレクトにかつ無線で通信する、方法
。
【請求項１４】
　前記第２の通信ネットワークＡＰが前記アクセス情報を前記第１の通信ネットワークＡ
Ｐに通信することは、前記第２の通信ネットワークＡＰが、レイヤ２シグナリング用にカ
プセル化されたメッセージを前記第１の通信ネットワークＡＰに送信することを含む、請
求項１３の方法。
【請求項１５】
　第１の通信ネットワーク内で動作する無線通信用装置において、
　第２の通信ネットワーク内で動作するアクセスポイント（ＡＰ）の存在を検出するため
の無線インタフェースと、検出情報を供給するためのインタフェースとを備えた第１の通
信サブシステムと、ここにおいて、前記第２の通信ネットワークは前記第１の通信ネット
ワークとは異なる通信プロトコルを有し前記第１の通信ネットワークよりも高速であり、
前記第１の通信サブシステムは前記第１の通信ネットワークのアクセス情報を前記ＡＰに
通信するようにさらに構成される、
　前記検出情報を受信するためのインタフェースと、前記検出情報を受信することに応答
して中止ブロードキャストコマンドを供給するためのインタフェースを有する配信モジュ
ールと、
　前記中止ブロードキャストコマンドを受信するためのインタフェースと、前記アクセス
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情報を前記第１の通信ネットワーク内にダイレクトにブロードキャストするための無線イ
ンタフェースを有する第２の通信サブシステムと、ここにおいて、前記無線インタフェー
スは、前記中止ブロードキャストコマンドを受信することに応答して前記第１の通信ネッ
トワークへの前記アクセス情報のブロードキャストを中止ように構成され、前記第２の通
信サブシステムは、前記第２の通信ネットワーク内のＡＰからの、前記アクセス端末によ
るアクセス情報の受信に基づいて前記第１の通信ネットワーク内のアクセス端末とダイレ
クトにかつ無線で通信するように構成される、
を具備する装置。
【請求項１６】
　前記第１の通信サブシステムは前記アクセス情報を、レイヤ２シグナリング用にカプセ
ル化されたメッセージで前記ＡＰに通信する、請求項１５の装置。
【請求項１７】
　第１の通信ネットワークで動作する装置において、
　前記第１の通信ネットワークとは異なる通信プロトコルを有し前記第１の通信ネットワ
ークよりも高速な第２の通信ネットワークで動作する通信ネットワークアクセスポイント
（ＡＰ）の存在を検出する手段と、
　前記第１の通信ネットワークのアクセス情報を前記第１の通信ネットワークにダイレク
トにかつ無線でブロードキャストする手段と、
　前記アクセス情報を前記通信ネットワークＡＰに通信する手段と、
　前記通信ネットワークＡＰを検出することに応答して前記第１の通信ネットワークに前
記アクセス情報を無線でブロードキャストすることを中止する手段と、
　前記第２の通信ネットワーク内の前記通信ネットワークＡＰからのアクセス情報をアク
セス端末が受信することに基づいて前記第１の通信ネットワークの前記アクセス端末とダ
イレクトにかつ無線で通信する手段と、
を具備する、装置。
【請求項１８】
　無線通信マルチネットワークカバレッジを提供する動作を実行するために実行可能な命
令で符号化されたコンピュータ可読媒体において、前記動作は、
　第２の通信ネットワークで動作する第２の通信ネットワークアクセスポイント（ＡＰ）
が第１の通信ネットワークで動作する第１の通信ネットワークＡＰの存在を検出すること
と、ここにおいて、前記第２の通信ネットワークは前記第１の通信ネットワークとは異な
る通信プロトコルを有し前記第１の通信ネットワークよりも高速であり、前記第２の通信
ネットワークＡＰは、前記第２の通信ネットワークのアクセス情報を前記第２の通信ネッ
トワークにダイレクトにかつ無線でブロードキャストし、前記第２の通信ネットワークＡ
Ｐは前記アクセス情報を前記第１の通信ネットワークＡＰに通信する、
　前記第２の通信ネットワークＡＰは前記第１の通信ネットワークＡＰを検出することに
応答して前記アクセス情報を前記第２の通信ネットワークにダイレクトにかつ無線でブロ
ードキャストすることと、
　前記第１の通信ネットワーク内の前記第１の通信ネットワークＡＰからのアクセス情報
を前記アクセス端末が受信することに基づいて前記第２の通信ネットワークのアクセス端
末とダイレクトにかつ無線で通信することと、
を具備する、コンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　第１の通信ネットワークで動作するアクセスポイント（ＡＰ）において、
　アンテナと、
　前記第１の通信ネットワークとは異なる通信プロトコルを有し前記第１の通信ネットワ
ークよりも高速な第２の通信ネットワークで動作する別のＡＰの存在を検出するための無
線インタフェースと、前記他のＡＰの存在を検出することに応答して検出情報を供給する
ためのインタフェースを備えた第１の通信サブシステムと、ここにおいて、前記第１の通
信サブシステムは、前記アンテナを介して前記他のＡＰに前記第１の通信ネットワークの
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アクセス情報を通信するようにさらに構成される、
　前記検出情報を受信するためのインタフェースと、前記検出情報を受信することに応答
して中止ブロードキャストコマンドを供給するためのインタフェースとを有する配信モジ
ュールと、
　前記中止ブロードキャストコマンドを受信するためのインタフェースと、前記アクセス
情報を前記第１の通信ネットワークにダイレクトにブロードキャストする無線インタフェ
ースを有する第２の通信サブシステムと、ここにおいて、前記無線インタフェースは前記
中止ブロードキャストコマンドを受信することに応答して前記アンテナを介して前記アク
セス情報を前記第１の通信ネットワークにブロードキャストすることを中止するように構
成され、前記第２の通信サブシステムは前記第２の通信ネットワークの他のＡＰからのア
クセス情報を前記アクセス端末が受信することに基づいて前記第１の通信ネットワーク内
のアクセス端末とダイレクトにかつ無線で通信するように構成される、
を具備する、アクセスポイント
【請求項２０】
　前記アクセス情報を前記通信ネットワークＡＰに通信する手段は、前記アクセス情報を
、レイヤ２シグナリング用にカプセル化されたメッセージで前記通信ネットワークＡＰに
通信する、請求項１７の装置。
【請求項２１】
　前記第２の通信ネットワークＡＰが前記アクセス情報を前記第１の通信ネットワークＡ
Ｐに通信することは、前記第２の通信ネットワークＡＰがレイヤ２シグナリング用にカプ
セル化されたメッセージを前記第１の通信ネットワークＡＰに送信することを含む、請求
項１８のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　前記第１の通信ネットワークＡＰは前記アクセス端末とダイレクトにかつ無線で通信す
る、請求項１３の方法。
【請求項２３】
　前記アクセス情報は前記アクセス端末と前記第２の通信ネットワークＡＰとの間のダイ
レクト無線リンクに関するチャネルホッピング情報を具備する、請求項１３の方法。
【請求項２４】
　前記アクセス情報は、前記アクセス端末と前記第２の通信ネットワークＡＰとの間のダ
イレクト無線リンクに関する制御チャネルタイミングを具備する、請求項１３の方法。
【請求項２５】
　前記アクセス情報は、前記アクセス端末と前記第２の通信ネットワークＡＰとの間のダ
イレクト無線リンクに関するパイロット情報を具備する、請求項１３の方法。
【請求項２６】
　無線通信ネットワークカバレッジを提供する方法において、
　第２の通信ネットワーク内で動作する第２のネットワークアクセスポイント（ＡＰ）に
関するアクセス情報を受信する第１のＡＰと、ここにおいて、前記第１のネットワークＡ
Ｐは第１の通信ネットワークで動作する、ここにおいて、前記第２の通信ネットワークは
前記第１の通信ネットワークとは異なる通信プロトコルを有し前記第１の通信ネットワー
クよりも高速である
を具備し、
　前記第１のネットワークＡＰは前記アクセス情報をアクセス端末（ＡＴ）にブロードキ
ャストし、前記アクセス情報は前記ＡＴと前記ネットワークＡＰとの間のダイレクト無線
リンクを介して前記第２の通信ネットワークをアクセスするための情報を前記ＡＴに供給
する方法。
【請求項２７】
　前記アクセス情報は、システム情報、チャネル情報、およびアクセスポイントパラメー
タから構成されるグループから選択される、請求項２６方法。
【請求項２８】
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　前記第１のネットワークＡＰは、
　前記ＡＴから前記アクセス情報の要求を受信し、
　前記要求に応答して前記アクセス情報を前記ＡＴにブロードキャストする、
ことをさらに具備する、請求項２６の方法。
【請求項２９】
　前記ＡＴからの前記アクセス情報に関する要求は前記第２のＡＰを参照するＡＰ識別子
を具備する、請求項２８の方法。
【請求項３０】
　前記第１のネットワークＡＰは第２のＡＰページングメッセージを前記ＡＴにブロード
キャストする、請求項２６の方法。
【請求項３１】
　無線通信のための装置において、
　第１の通信ネットワークで動作するネットワークアクセスポイント（ＡＰ）に関するア
クセス情報を受信する無線インタフェースを備えた第１の通信サブシステムと、ここにお
いて、前記装置は、第１の通信ネットワークで動作する、
　前記アクセス情報をアクセス端末（ＡＴ）にブロードキャストするための無線インタフ
ェースを備えた第２の通信サブシステムと、ここにおいて、前記アクセス情報は、前記Ａ
Ｔと前記ネットワークＡＰとの間のダイレクト無線リンクを介して前記第２の通信ネット
ワークをアクセスするための情報を前記ＡＴに供給する、ここにおいて、前記第２の通信
ネットワークは前記第１の通信ネットワークとは異なる通信プロトコルを有し、前記第１
の通信ネットワークよりも高速である、
を具備する装置。
【請求項３２】
　前記アクセス情報はシステム情報、チャネル情報およびアクセスポイントパラメータか
ら構成されるグループから選択される、請求項３１の装置。
【請求項３３】
　前記第２の通信サブシステムは前記ＡＴから前記アクセス情報の要求を受信し、前記要
求に応答して前記第２のネットワークアクセス情報をブロードキャストする、請求項３１
の装置。
【請求項３４】
　前記ＡＴからのアクセス情報の要求は、前記ネットワークＡＰを参照するＡＰ識別子を
具備する、請求項３３の装置。
【請求項３５】
　前記第２の通信サブシステムは第２のＡＰページングメッセージを前記ＡＴにブロード
キャストする、請求項３１の装置。
【請求項３６】
　無線通信マルチネットワークカバレッジを提供する装置において、
　第２の通信ネットワークで動作するネットワークアクセスポイント（ＡＰ）に関するア
クセス情報を受信する手段と、ここにおいて、前記装置は第１の通信ネットワークで動作
する、ここにおいて、前記第２の通信ネットワークは前記第１の通信ネットワークとは異
なる通信プロトコルを有し前記第１の通信ネットワークより高速である、
　前記アクセス情報をアクセス端末（ＡＴ）にブロードキャストする手段と、ここにおい
て、前記アクセス情報は、前記ＡＴと前記ネットワークＡＰとの間のダイレクト無線リン
クを介して前記第２の通信ネットワークをアクセスするための情報を前記ＡＴに供給する
、
を具備する装置。
【請求項３７】
　無線通信マルチネットワークカバレッジを供給するための動作を実行するように実行可
能な機械可読命令のコンピュータプログラムで符号化された非一時的コンピュータ可読媒
体において、前記動作は、
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　第１のネットワークアクセスポイント（ＡＰ）が第２の通信ネットワークで動作する第
２のネットワークＡＰに関するアクセス情報を受信することと、ここにおいて、前記第１
のネットワークＡＰは第１の通信ネットワークで動作する、ここにおいて、前記第２の通
信ネットワークは前記第１の通信ネットワークとは異なる通信プロトコルを有し、前記第
１の通信ネットワークよりも高速である、
　前記第１のネットワークＡＰが前記アクセス情報をアクセス端末（ＡＴ）にブロードキ
ャストすることと、ここにおいて、前記アクセス情報は、前記ＡＴと前記第２のネットワ
ークＡＰとの間のダイレクト無線リンクを介して前記第２の通信ネットワークをアクセス
するための情報を前記ＡＴに供給する、
を具備する、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３８】
　無線通信に関するアクセスポイントにおいて、
　第２の通信ネットワークで動作する第２のネットワークアクセスポイントに関するアク
セス情報を受信するための無線インタフェースを備えた第１の通信サブシステムと、ここ
において、前記アクセスポイントは第１の通信ネットワークで動作する、ここにおいて、
前記第２の通信ネットワークは前記第１の通信ネットワークとは異なる通信プロトコルを
有し前記第１の通信ネットワークよりも高速である、
　アンテナと、
　前記アンテナを介して前記アクセス情報をアクセス端末（ＡＴ）にブロードキャストす
るための無線インタフェースを備えた第２の通信サブシステムと、ここにおいて、前記ア
クセス情報は前記ＡＴと前記第２のネットワークアクセスポイントとの間のダイレクト無
線リンクを介して前記第２の通信ネットワークをアクセスするための情報を前記ＡＴに供
給する、
を具備するアクセスポイント。
【請求項３９】
　前記アクセス情報はチャネルホッピング情報、制御チャネルタイミングおよびパイロッ
ト情報の少なくとも１つを具備する、請求項２６の方法。
【請求項４０】
　前記アクセス情報は前記第１のネットワークＡＰを識別するＡＰ識別子を具備する、請
求項２６の方法。
【請求項４１】
　前記アクセス情報はチャネルホッピング情報、制御チャネルタイミングおよびパイロッ
ト情報の少なくとも１つを具備する請求項３１の装置。
【請求項４２】
　前記アクセス情報は前記ネットワークＡＰを識別するＡＰ識別子を具備する、請求項３
１の装置。
【請求項４３】
　前記アクセス情報は、チャネルホッピング情報、制御チャネルタイミングおよびパイロ
ット情報の少なくとも１つを具備する請求項３６の装置。
【請求項４４】
　前記アクセス情報は前記ネットワークＡＰを識別するＡＰ識別子を具備する、請求項３
６の装置。
【請求項４５】
　前記アクセス情報は、チャネルホッピング情報、制御チャネルタイミングおよびパイロ
ット情報の少なくとも１つを具備する請求項３７の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４６】
　前記アクセス情報は前記ダイレクト無線リンクに関するチャネルホッピング情報を具備
する、請求項２６の方法。
【請求項４７】
　前記アクセス情報は前記ダイレクト無線リンクに関する制御チャネルタイミングを具備
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する、請求項２６の方法。
【請求項４８】
　前記アクセス情報は前記ダイレクト無線リンクに関するパイロット情報を具備する請求
項２６の方法。
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